 ロジカルプレゼンテーション講座 
～ 論理性と伝達効率を高めるために ～
　商品やサービスの質で勝っていても、それを顧客に正しく伝えられなければ、競争には勝てません。高い成果を上げたとしても、それを評価者に正しく伝えられなければ、評価してもらえません。
　正しく評価してもらうには、言いたいことを論理的に、しかも理解してもらえるように伝えなければなりません。つまり、プレゼンテーションには、高い論理性と高い伝達効率が求められます。そのためには論理構成が最も重要です。アイコンタクトや声のトーンなどは、聴衆に話を聞いてもらうためには重要ですが、それによって聴衆を説得できるわけではありません。

論理的で伝達効率の高いプレゼンテーションのためには、次の3つの技術が特に重要です。
内容構成技術

伝えたいことを論理的にわかりやすく構成する技術です。聴衆を説得するために重要な技術です。

スライド作成技術

伝えたいことを効果的にスライドに表現する技術です。聴衆が最も注意を払うのは、スライドやハンドアウトですから、伝達効率を高めるために重要な技術です。

デリバリー技術

アイコンタクトや声のトーンなどで聴衆を話しに引き込む技術です。聴衆に話を聞いてもらうために重要な技術です。


構成を重視
本研修では内容構成を最も重視しています。なぜなら聴衆は内容によって説得されるからです。内容にまで踏み込んでフィードバックするため、プレゼンテーション演習も約8分／人（フィードバックの時間を含めず）と長めに設定しています。
データから資料を作る演習
本研修では、受講者が個別に用意するプレゼンテーションとは別に、生データからプレゼンテーション資料の概略を作る演習も行います。これにより、勉強した内容構成技術やスライド技術の応用を学びます。学んだ技術を応用すると、いかに論理的で説得力のあるプレゼンテーションになるかを学びます。
豊富な実技演習と深いフィードバック
本研修では、同じテーマで改善を加えながら、1人3回のプレゼンテーション演習をします。各演習はビデオに取ると同時に、講師により、内容構成を中心としたフィードバックを受けます。そのフィードバックをベースに改善を図るので、３回のプレゼンテーションを通じて、上達が実感できます。

１．イントロダクション
プレゼンテーションの重要性や注力すべきポイントについて説明します。

２．情報の収集と分析
プレゼンテーションを準備するにあたり、情報を収集し分析する技術を学びます。具体的には、6W2Hという視点からの情報収集手法を学びます。
３．内容構成技術
内容を構成するにあたり、注意すべきポイントを、伝達性と論理性の2面から学びます。どう構成すれば、わかりやすく論理的になるかが中心です。
４．スライド作成技術
PowerPointのスライドを作成するにあたり、注意すべきポイントを学びます。PowerPointの活用技術や図解の技術などを中心に学びます。どう表現すれば、言いたいことが効果的に伝わるかが中心です。

５．デリバリー技術
プレゼンテーションを実演するにあたり、話し方で注意すべき5つのポイントを学びます。アイコンタクトや声のトーンなど、聴衆をいかに引き込むかが中心です。
６．その他の注意点
上記3つの技術以外で気をつけるべき点を網羅的に学びます。
プレゼン演習
3つの技術の解説後ごとに、その技術を中心としたプレゼンテーション演習をします。

『ロジカルプレゼンテーション講座』
タイムテーブル
～ 論理性と伝達効率を高めるために ～
	時間
	１日目
	２日目

	9:00
	【講義】
 イントロダクション
【講義】【演習】 情報収集と分析（6W2H）


	【演習】 スライド作成技術中心のプレゼンテーション演習

（ビデオ撮影／講評によるフィードバック）

	10:00
	【講義】 内容構成技術（伝達性）

【演習】
最初に要点を示す／スライドは要点から／ロジック単位を明確に
	

	11:00
	【講義】 内容構成技術（論理性）
並列／接続／包含
	【講義】 デリバリー技術

アイコンタクト／発声／ボディランゲージ／ポインター／良い雰囲気

	12:00
	昼休

	13:00
	【演習】
 内容構成技術中心のプレゼンテーション演習

（ビデオ撮影／講評によるフィードバック）
	【講義】 その他の注意点

	14:00
	
	【講義】 総合演習

	15:00
	【講義】 スライド作成技術（基本の技術）

情報選択／アニメーション／接続関係の明示
【講義】 スライド作成技術（図解の技術）
グラフ／表／図解
	【演習】 デリバリー技術中心のプレゼンテーション演習
（ビデオ撮影／講評によるフィードバック）

	16:00
	【演習】 総合演習


	まとめ

	17:00
	終了
	終了


· 本講座の内容は予告なく変更することがあります。
· 本講座の定員は10名です。



プレゼンで重視すべき技術は？








本講座の特徴








本講座の概要











